






































いう表現ヵ、ら考えている。 iEsgibt.J とは英語で言えば iThereiSJ、つまり「そこ
にーがあるJという意味だが、文字通りに訳せば「それは(Es)与える (gibt.)Jと













ている。存在はあるのではない [Seinis(， I1ich tJ。現前を鋲わにすることとして、
それが存在を与えるのである [Seingibt EsJ 九
一見すると難解な文章だが、実際のところ、述べられているのはさほど難しいこと
ではない。 iEsgibtJ、つまり「そこに-・・がある=それは与える j という表現に注自
するなら、存在は「それは与えるJの「与えるj に属している。したがって、存在
























存在の運命を送り届けること [Schickendes Geschickes von SeinJ、1寺聞を周
けること [Reichender ZeitJのうちには、本来の所有者に与えること [Zueignen]




れは存在を与える Esgibt Seinl、fそれは時間を与える Esgibt Zeitl において《与








起させること jであり、その意味において、 I1主己へと生起させることJであるJ60 
つまり、存在は「それj によって被投的に「与えられJ、そのような被投性において
lim有の自己へと生起するのであり、そのような固有性の生起がここで Ereignisと呼













彼はハイデガーの 1[J-学を f偶然性の I~í~物論J として読み替えようとする。
ハイデガーには、 1es gibtJ、1il Y (lJ、「かく与えられている c'estdonne ainsiJ 
といった表現をめぐる一連の考察があり、それはエピクロスの着想に通じるもの
だ。行止界が、物質が、人聞がある=それがそこに世界を、物質を、人!習を持つ
1 Y (ldu monde， de 13 matiere. des hommes .J 0 es gibtの哲学、「かく与えられ
ているj の哲学は、(起源〉などに関するあらゆる古典的問いとの関係を一切清
算する。そして、この哲学は世界の一種の超越論的偶然性 [contingence














































「無限定の生成変化が出来事そのものになる [Ledevenir-illimite devient 
l'evenement lui-memeJJ 9と述べている。つまり、出来事とは、原因一結果の連鎖
を逸脱するような、「無限定の生成変化j なのである。
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第六節「存在論のjf史の解体の課題J。
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人の二つの体制J198:3 -19~)5~ 、河!:lJ書房新社、二001i.lJ年、五一ページ。
1 1 lbid.， p. 215 邦訳五二ページ。
12 Ibid、pp.215-216 邦訳五二ページ。
-9-
De l' Ereignis à l'événement 
-Sur la notion d'événement 
chez Heidegger et Deleuze 
Yoshiyuki SATO 
Dans cet article, nous discutons de l'« importation en contrebande» de la notion 
heideggerienne d'Ereignis et de sa transformation dans la pensée française 
post-structuraliste. Pour Heidegger, I'Ereignis ne signifie pas simplement.« ce 
qui arrive», mais le surgissement de la propreté de l'être (ereignen), qui est 
envoyé par le destin (Geschick). Définissant ainsi l'être comme envoyé, projeté 
et destinai, Heidegger décentre la modalité de l'être. Deleuze emprunte cette 
notion heideggerienne en la transformant radicalement. Pour ce dernier, 
l'événement (qui vient de l'Ereignis heideggerien) signifie le devenir aléatoire et 
illimité qui crée la nouvelle existence et la nouvelle subjectivité. Sous cette 
perspective, nous examinons la portée de cette notion deleuzienne en la 
rapportant à sa réflexion sur le mai G8. 
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